
①

⇒

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

R５年度さいたま市学習状況調査の「国語・社会・算数・理科の
勉強は好きですか。」の質問項目において、肯定的な回答の割
合を８０％以上にする。

本校で独自に作成した「家庭学習の手引き」を全家庭に
配布し、「なかよしタイム」として位置付け、児童が意欲
的に家庭学習に取り組めるようにする。

知識・技能
R５年度さいたま市学習状況調査の国語・社会・算数・理科の
「知識・技能」において、Ｒ４年度の自校の結果より３ｐｔ向上さ
せる。

朝の中尾タイム（国語や算数の学習）において、児童の語
彙力を増やす活動を行ったり、話合い活動が充実する
ような指導の時間を設けたりする。

思考・判断・表現
R５年度さいたま市学習状況調査の国語・社会・算数・理科の
「思考・判断・表現」において、R4年度の自校結果より３ｐｔ向
上させる。

教科ごとの読解力指導の学年別系統表を作成し、各教
科のつながりや各学年のつながりを意識しながら授業
を行う。また、考えたり比べたりする場面でICT機器を
積極的に活用する。

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

変更なし 変更なし

知識・技能 変更なし 変更なし

変更なし ⇒ 変更なし思考・判断・表現

目　標 策

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

小６

小３

小５

小４

④ 　　　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑤ 目 標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現

R５年度全国学力・学習状況調査の「思考・判断・表現」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語
－３pt、ー８ptであった。算数の「２種類の辞典を全部並べた長さを求める２つの式について、それぞれ
どのようなことを表しているのか」を選ぶ問題の正答率が低いことから、式の意味を理解していないこ
とが考えられる。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査「国語・算数の勉強は好きですか。」の質問項目において、肯定的な回
答の割合は国語７３％、算数６３％で目標値に達しなかった。より一層、子ども主体の学びとなるよう授
業改善に努める。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能
R５年度全国学力・学習状況調査の「知識・技能」において、R４年度の自校の結果と比較し、国語－４
pt、ー８ptであった。算数の「全部の椅子の数を求めるために５０×４０を計算する」問題で解答類型を
見てみると、２００と解答している児童が約２５％いた。

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 　　　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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